
 

 

い
つ
で
も
誰
で
も
ど
こ
で
も
無
料
で 

 
 

―
ブ
ロ
グ
「
詩
の
散
歩
道
」
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

洲
浜
昌
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「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」。
気
が
向
く
ま
ま
に
詩
や
演
劇
、

地
域
の
文
化
情
報
な
ど
を
ブ
ロ
グ
に
書
い
て
い
た
ら
、
そ
の
項
目

が
六
百
近
く
に
な
っ
た
。 

地
方
の
詩
や
文
学
、
演
劇
、
文
化
活
動
な
ど
は
広
く
知
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
。「
地
域
の
文
化
活
動
」
を
紹
介
し
、
活
動
し
て
い
る

人
た
ち
の
「
励
ま
し
」
に
な
れ
ば
、
と
思
っ
て
書
い
て
き
た
。
詩

集
の
紹
介
、
観
劇
記
、
舞
台
発
表
な
ど
は
必
ず
写
真
を
挿
入
し
て

わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
一
つ
の
記
事

で
平
均
八
百
字
く
ら
い
に
な
る
の
で
、
原
稿
用
紙
に
す
る
と
千
四

百
枚
く
ら
い
に
な
る
。「
チ
リ
」
か
ど
う
か
の
評
価
は
人
に
任
せ
る

と
し
て
、
分
厚
い
一
冊
の
本
に
相
当
す
る
。 

 

元
々
こ
の
ブ
ロ
グ
は
ぼ
く
が
始
め
た
も
の
で
は
な
い
。
劇
研

「
空
」
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
マ
ツ
モ
ト
君
が
連
絡
と
情
報
発

信
の
た
め
に
平
成
十
七
年
に
開
設
し
た
も
の
で
、
ぼ
く
も
時
々
書

い
て
い
た
。
し
か
し
、
十
日
も
二
十
日
も
空
白
が
つ
づ
く
と
、
外

部
に
無
責
任
と
い
う
印
象
を
与
え
る
と
思
っ
た
の
で
、
ぼ
く
だ
け

は
書
き
続
け
た
。
そ
の
う
ち
彼
は
、
忙
し
い
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
書
か
な
く
な
り
、
軒
を
借
り
て
雨
宿
り
し
て
い
た
ぼ
く
が
、

母
屋
に
居
着
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
主
の
顔
を
し
な
が
ら
、

ア
ナ
ロ
グ
の
ぼ
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
強
い
管
理
人
の
下
で
、「
書
く

だ
け
」
で
あ
る
。
書
き
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。 

平
成
一
七
年
に
、
劇
研
「
空
」
の
ブ
ロ
グ
「Stagebox

」
と
い

う
名
前
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
ぼ
く
が
そ
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
書
い
て
乱
雑
に
な
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
二
年
に
管
理
人
に

申
し
出
て
、
同
じ
サ
イ
ト
の
な
か
に
「
詩
の
散
歩
道
」
と
い
う
別

の
サ
イ
ト
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
あ
る
。 

「
中
四
国
詩
人
会
」「
地
域
情
報
」「
島
根
文
芸
フ
ェ
ス
タ
な
ど
」

「
島
根
県
詩
人
連
合
」「
昌
ち
ゃ
ん
の
詩
の
散
歩
道
」「
観
劇
記
」

「
詩
作
品
紹
介
」「
詩
集
や
本
の
紹
介
、
感
想
」「
高
校
演
劇
」 

ア
ナ
ロ
グ
人
間
が
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
と
迷
路
だ

ら
け
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
が
、
面
白
い
発
見
や
便
利

な
こ
と
も
多
い
。 

例
え
ば
、
外
部
の
人
が
ど
う
ゆ
う
語
句
で
検
索
し
て
こ
の
ブ
ロ

グ
へ
た
ど
り
着
い
た
か
た
か
が
わ
か
る
。「
人
気
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
」

と
い
う
蘭
に
、「
石
見
詩
人
、
島
根
の
詩
、
閤
田
真
太
郎
、
高
校
演

劇
の
創
作
・
・
」
な
ど
と
単
語
が
出
て
い
る
。 

毎
日
、
何
人
が
こ
の
ブ
ロ
グ
を
開
き
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
読

ん
だ
か
も
わ
か
る
。
週
、
月
、
年
間
毎
の
来
訪
者
数
の
グ
ラ
フ
も

た
ち
ど
こ
ろ
に
表
示
さ
れ
る
。 



 

 

今
こ
こ
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
、「
過
去
一
ヶ
月
の
人
気
記

事
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
。
直
ち
に
次
の
よ
う
な
項
目
が
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
画
面
に
表
示
さ
れ
る
。 

「
平
成
二
十
七
年
度 

島
根
文
芸
協
会
の
行
事
に
つ
い
て
」「
第

三
十
八
回
島
根
県
校
高
演
劇
大
会
劇
評
」「
高
校
演
劇
の
創
作
に
つ

い
て
」「
い
ま
島
根
の
高
校
演
劇
は
」「
第
十
四
回
中
四
国
詩
人
賞 

御
庄
さ
ん
、
高
田
千
尋
さ
ん
へ
」「
季
刊
『
高
校
演
劇
』
二
一
四
号

紹
介
」「
田
所
出
身
の
作
家
・
小
笠
原
白
也
の
こ
と
」「
広
島
県
高

校
演
劇
大
会
（
福
山
）
劇
評
」 

高
校
演
劇
関
係
の
記
事
は
年
間
を
通
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
読

ま
れ
て
い
る
。「
高
校
演
劇
の
創
作
に
つ
い
て
」
は
当
初
か
ら
現
在

も
変
わ
ら
ず
来
訪
者
が
多
い
。
詩
に
関
す
る
記
事
を
読
む
人
は
あ

ま
り
多
く
な
い
。
詩
に
関
心
が
あ
る
人
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。
そ
の
限
ら
れ
た
人
た
ち
の
中
で
、
高
齢
者
が
多
く
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
情
報
を
集
め
る
人
は
更
に
少
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。 

あ
る
日
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

「
竹
内
幸
夫
さ
ん
、『
神
楽
の
魅
力
』
未
来
塾
で
講
演
」
の
記
事

の
グ
ラ
フ
が
飛
び
抜
け
て
高
か
く
、
二
百
人
以
上
あ
っ
た
。
理
由

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
次
の
日
、
新
聞
で
他
界
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
多
く
の
人
が
検
索
し
た
の
だ
ろ
う
。 

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
前
に
大
田
で
『
静
窟
』
と
い
う
同

人
誌
を
発
行
し
て
い
た
中
島
雷
太
郎
と
い
う
人
が
い
た
。
あ
ら
ゆ

る
手
を
尽
く
し
て
調
べ
た
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
大
阪
の
中
島
康
信
と
い
う
人
か
ら
だ
っ
た
。
ぼ
く

の
ブ
ロ
グ
で
、「
島
根
の
詩
」
の
中
に
、「
中
島
雷
太
郎
」
の
字
が

あ
っ
た
の
を
見
つ
け
て
メ
ー
ル
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
康
信
さ
ん

は
雷
太
郎
氏
の
ご
子
息
だ
っ
た
。
雷
太
郎
氏
の
歌
集
や
エ
ッ
セ
イ

の
コ
ピ
ー
も
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。 

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
話
題
を
取
り
上
げ
た
り
、
刺
激
的
な
こ

と
を
書
け
ば
読
者
数
を
示
す
グ
ラ
フ
も
急
増
す
る
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
や
面
倒
な
こ
と
も
派
生
す
る
の
で
、「
堅
実
な
内
容
」

に
徹
し
て
い
る
。
読
む
人
は
一
日
、
三
十
～
八
十
と
多
く
は
な
い

が
、
た
ま
に
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
人
が
読
ん
だ
こ
と
が
わ

か
っ
た
り
す
る
と
、「
好
き
な
こ
と
を
し
て
人
に
役
に
立
て
ば
」
幸

せ
、
と
思
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

海
外
で
読
む
人
も
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
人
誌
や
本
は
一
度

読
ん
だ
ら
滅
多
に
開
く
こ
と
は
な
い
が
、
ブ
ロ
グ
は
「
い
つ
で
も

誰
で
も
ど
こ
で
も
無
料
で
」
読
め
る
。
お
互
い
に
利
点
や
欠
点
は

あ
る
が
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
一
篇
の
詩
を
発
表

す
る
の
に
五
千
円
～
一
万
円
近
く
必
要
な
同
人
誌
は
、
若
い
人
に

は
ま
す
ま
す
遠
い
世
界
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。 

さ
て
、
そ
の
ブ
ロ
グ
の
中
か
ら
一
つ
紹
介
し
よ
う
。
長
い
間
「
石

見
詩
人
」
を
主
宰
し
て
こ
ら
れ
た
高
田
賴
昌
さ
ん
が
、
本
を
だ
さ

れ
た
が
、
遠
慮
さ
れ
て
か
、
誌
上
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の



 

 

文
章
は
賴
昌
さ
ん
自
身
も
初
見
に
ち
が
い
な
い
。
ブ
ロ
グ
で
は
本

の
表
紙
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

  

高
田
賴
昌
さ
ん
『
埋
み
火
』
を
刊
行 

2013/04/20 

島
根
県
益
田
市
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
石
見
詩
人
」
の
編
集
者
・

高
田
賴
昌
さ
ん
が
本
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
（
平
成

二
四
）
十
一
月
で
す
。
今
ま
で
に
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
書
い
て
こ

ら
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
写
真
も
あ
り
、

貴
重
な
記
録
な
ど
も
載
っ
て
い
て
参
考
に
な
り
ま
す
。 

 

あ
と
が
き
の
冒
頭
に
「
自
ら
の
パ
ソ
コ
ン
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
も
、
七
五
年
の
記
憶
の
断
片
を
小
冊
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

不
思
議
な
気
持
ち
で
眺
め
て
い
る
。
採
録
で
き
な
か
っ
た
貴
重
な

資
料
が
あ
る
。
出
来
得
る
こ
と
な
ら
ば
こ
の
小
冊
を
も
と
に
さ
ら

な
る
夢
を
広
げ
て
み
た
い
と
思
う
」
と
あ
り
ま
す
。
二
弾
、
三
弾

が
あ
り
そ
う
で
す
。 

目
次
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

1

．
田
畑
修
一
郎
（
作
家
） 

1

．
赤
川
武
助
（
児
童
文
学
作
家
） 

1

．
右
田
朝
子
（
日
本
初
の
眼
科
女
医
） 

1

．
折
戸
徳
三
郎
（
小
泉
八
雲
の
ア
シ
ス
タ
ン
ツ
） 

1

．
大
谷
嘉
助
（
歌
人
） 

1

．
高
田
敏
子
（
詩
人
） 

1

．
キ
ム
ラ
フ
ジ
オ
（
詩
人
） 

1

．
岡
崎
澄
衛
（
詩
人
・
医
師
） 

1

．
益
田
糸
あ
や
つ
り
人
形 

1

．
ア
メ
リ
カ
東
部
と
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
旅 

（
一
七
六
〜
一

九
一
ペ
ー
ジ
） 

高
田
敏
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
九
年
十
一
月
二
三
日
に

斐
川
町
の
「
湯
の
川
温
泉
」
に
お
招
き
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
た

と
き
、
ぼ
く
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
田
正
七
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
第
一
回
の
「
島
根
の
詩
祭
」
を
企
画
さ
れ
た
時
の

こ
と
で
す
。
昭
和
五
二
年
十
二
月
に
は
高
田
賴
昌
さ
ん
な
ど
石
見

詩
人
同
人
が
中
心
に
な
っ
て
高
田
敏
子
さ
ん
を
お
招
き
し
た
そ
う

で
す
。
三
度
目
は
昭
和
五
四
年
で
益
田
市
の
仏
教
会
が
招
待
し
、

賴
昌
さ
ん
の
自
宅
で
歓
迎
会
を
開
い
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
本
の
中
に
高
田
敏
子
さ
ん
の
言
葉
と
し
て
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。 

「
い
い
詩
ね
、
と
い
わ
れ
る
詩
に
は
何
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
ほ

め
る
こ
と
ば
が
あ
る
こ
と
。
し
っ
か
り
と
も
の
を
み
て
、
そ
の
も

の
の
中
か
ら
ど
こ
が
い
い
か
を
探
し
出
す
。
そ
の
い
い
と
こ
ろ
を

引
き
出
し
、
ま
た
作
り
出
し
て
、
よ
い
思
い
方
を
し
て
、
こ
と
ば

に
し
た
と
き
、
よ
い
詩
が
生
ま
れ
る
。
～ 

も
の
の
よ
さ
を
引
き
出

す
の
が
詩
で
す
。
以
下
略
」 



 

 

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
現
在
こ
ん
な
姿
勢
で
詩
を
書
い
て

い
る
現
代
詩
人
は
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。
一
般
の
人
が
詩
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
も
こ
こ
ら
辺
に
一
つ
の
原
因
が
あ
り
そ
う

で
す
。
高
田
敏
子
さ
ん
が
朝
日
新
聞
に
詩
を
連
載
さ
れ
て
い
た
と

き
、
い
つ
も
目
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
思
い
で
愛
読
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
う
い
う
姿
勢
で
書
い
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

こ
の
『
埋
み
火
』
で
は
高
田
敏
子
さ
ん
以
外
は
益
田
に
関
係
の

あ
る
有
名
人
で
す
。
い
い
本
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
文
章
を

書
い
て
い
る
と
た
く
さ
ん
溜
ま
り
ま
す
。
正
式
な
本
に
し
て
出
版

す
れ
ば
金
が
か
か
り
ま
す
。
記
録
と
し
て
本
に
し
て
残
す
こ
と
に

徹
し
て
最
小
限
の
費
用
で
実
現
す
る
。
一
つ
の
方
法
で
す
ね
。
ぼ

く
自
身
も
以
前
か
ら
そ
の
点
で
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
参
考

に
な
り
ま
し
た
。 

本
に
定
価
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
欲
し
い
人
は
益
田
市
東

町
一
七
―
一
五
へ
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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参
考
ま
で
に
「
詩
集
や
本
の
紹
介
・
感
想
」
の
項
目
の
中
に
ど

の
よ
う
な
題
名
の
記
事
が
あ
る
か
紹
介
す
る
。 

 
 
 
 
 

 
2011

・6
 

岩
町
功
著 

評
伝
『
島
村
抱
月
』
上･

下
巻 

2011
 

7
 

故
石
村
禎
久
氏
へ
石
見
銀
山
文
化
特
別
賞 

2011

・7
 

閤
田
真
太
郎
詩
集
『
十
三
番
目
の
男
』
を
読
ん
で 

2011

・8
 

田
所
出
身
の
作
家
・
小
笠
原
白
也
の
こ
と
（1

） 

2011

・8
 

H
23 

『
中
四
国
詩
集
』
第
四
集
刊
行 

2011

・9
 

井
上
嘉
明
詩
集
『
封
じ
込
め
の
水
』
書
評 

2011

・9
 

小
寺
雄
造
詩
集
『
説
法
』
を
読
む 

2011

・9
 

島
根
の
現
代
詩
の
状
況 

2011

・9
 

吉
田
博
子
詩
画
集
『
聖
火
を
翳
し
て
』
を
読
む 
2011

・9
 

く
り
す 

さ
ほ 

詩
集
『
い
つ
か 

ま
た
』 

2011

・10
 

川
本
町
で
発
行
の
俳
句
誌
『
霧
の
海
』 

2011

・12
 

島
根
の
詩
人
『
原 

敏
』（
田
原
敏
郎
） 

2012

・2
 

H
23 

島
根
県
民
文
化
祭
文
芸
作
品
入
賞
者
表
彰
式 

2012

・2
 

書
評 

水
野
ひ
か
る
詩
集
『
未
明
の
寒
い
町
で
』 

2012

・2
 

詩
人 

高
塚
か
ず
子
の
故
郷 

島
根
川
本 

2012

・2
 

藤
田 

卓 

戯
曲
集
『
豊
島
屋
物
語
』
出
版 

2012
･ 

2
 

『
高
森
章 

脚
本
集
』
紹
介 

2012

・ 2
 

島
根 

津
和
野
の
詩
人 

中
村
満
子 

2012

・ 2
 

活
躍
し
た
郷
土
の
人
々
『
大
田
市
人
物
伝
』
紹
介 

2012

・ 4
 

島
根
の
詩
人 

閤
田
真
太
郎 

2012

・ 4
 

『
続
・
人
物
し
ま
ね
文
学
館
』
予
約
受
付
中
で
す 

2012

・ 4
 

季
刊
『
高
校
演
劇
』214

号
紹
介
し
ま
す 

2012
･  7

 

河
邊
由
紀
恵
詩
集
『
桃
の
湯
』
第12

回
中
四
国
詩
人
賞 

2012
・ 7

 
H

24 

写
真
秀
『
石
見
の
昭
和
』
発
刊 

2012

・10
 

井
上
嘉
明
著 

評
論
『
鳥
取
の
詩
人
た
ち 

そ
の
他
』 

2013

・ 4
 

高
田
賴
昌
さ
ん
『
埋
み
火
』
刊
行 



 

 

2013

・ 6
 

『
竹
下
夢
二
特
集
号
』
出
版 

花
美
術
館 

2013
･  6

 
H

25 

『
島
根
年
刊
詩
集
』
第41

集
刊
行 

2013
・11

 

詩
集
『
港
湾
の
詩
学
―
詩
人
の
港
・
詩
人
の
海
―
』 

2014

・ 5
 

H
26 

熊
井
三
郎
詩
集
『
誰
か 

い
ま
す
か
』 

2014

・ 6
 

『
蛮
族
』37

号
で
作
家
・
石
田 

登
氏
追
悼 

2014

・ 8
 

H
26 

『
現
代
の
風
刺25

人
集
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社 

2014

・12
 

『
山
陰
文
藝
』
創
刊20

周
年
記
念40

号
刊
行 

2015

・ 1
 

H
26 

『
島
根
文
芸
』42

号 12

回
県
民
文
化
祭
文
芸
作
品

集
刊
行 

2015
･  1

 
H

27 

『
郷
土
石
見
』40
周
年
記
念97

号
発
行 

2015

・ 1
 

『
山
陰
詩
人
』200

号
記
念
特
集
号
発
行 

2015

・ 2
 

H
26 14

回
中
四
国
詩
人
賞
、
御
庄
さ
ん
高
田
千
尋
さ
ん
へ 

2015

・ 3
 

吉
田
晴
治
さ
ん
最
後
の
詩
集 

『
樹
は
』 

2015

・ 3
 

『
石
見
詩
人
』132

号 

エ
ッ
セ
イ
紹
介 

   


